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【目的】NIPPON DATA 2010 コホートにおける心電図データについて，従来のミネスタコー

ドにはコーディングされていない項目について追加読影・検証を行う。 

 

【方法】ミネソタコードで分類されていない心電図所見である P-wave Terminal Force in Lead 

V1 (PTFV1)，QRS Fragmentation, J wave syndromeの 3項目について新たに心電図読影を行う。 

 

 

 

V1誘導 P波陰性相　 :  左房負荷指標

【 意義】  

• 真の左房負荷に対しての偽陽性率が低く 、 陽性率がが高い項目として知ら

れている。  

• 心房細動発症による心原性脳卒中発症・ 死亡に対しての寄与を検証したい。

断片化QRS :  心筋の軽微な障害

【 意義】  

• 元来異常Q波と同様の陳旧性心筋梗塞を表す指標として局在診断も可能な所見とし

て提唱されてきた。  

• 無症候性心筋梗塞の存在や、 無症候性の心筋症、 伝導障害を有する可能性がある。  

• 将来的な、 脳心血管疾患の発症、 死亡と密接に関連している可能性がある。

J波症候群（ 早期再分極症候群）

【 意義】  

• 若年男性に多く 、 旧来は良性所見として捉えられてきたが、 ブルガダ症候群では特発性心室細

動発症との関連性が示されており 、 その後大規模に研究なされるよう になった。  

• ブルガダ症候群はV1‐4誘導での所見であるが、 その他の下壁や側壁でのJ波症候群の意義は十分

に研究されておらず、 将来の心血管イベント の発症との関連性を見る意義がある。  

• 近年では断片化QRSを伴う J波症候群はブルガダ症候群の予後不良因子とも報告されている。
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【進捗】2019 年 1 月現在、心電図読影作業（合計 1 回）を完了し、CDROM に併記されてい

る固有 ID 番号と年齢・性別を心電図所見とともに集計したデータシートとして、2018 年 11

月に NIPPON DATA2010 のデータ本体との連結を目的として滋賀医科大学へ提出させていた

だいた。連結データを滋賀医科大学より 2019 年 1 月にいただき、これまでの心電図の Minor

所見に関する論文で使用された除外基準を踏襲して、以下の横断的解析を行った。 

 

【方法】 

NIPPON DATA2010 の全 2844 例より以下の除外条件に従って解析を行った。 

 

＜除外基準＞ 

１ 心電図データがない 76 例 

２ 脳卒中の既往 75 例 

心筋梗塞の既往 41 例  

３ Major な心電図異常がある 

異常 Q 波 64 例 

完全房室ブロック→相当する症例なし 

WPW 症候群 5 例 

AF, AFL 22 例 

PM 患者 5 例 

 

これらの除外後の残り 2,556 例を対象として、P-wave Terminal Force in Lead V1 (PTFV1)，QRS 

Fragmentation, J wave syndrome の 3 項目についての特徴を記述統計で割り出した（表 1）。要

約すると、P-wave Terminal Force in Lead V1 (PTFV1) (n=125)では高齢、高血圧、飲酒量が多い、

BNP が他の群と比較して高値であった。QRS Fragmentation (n=819)はもっとも正常心電図住

民に近いことがわかった。J wave syndrome (n=323)の方は最も若く、喫煙、肥満が多く、糖尿

病、脂質異常症が多い傾向にあった。 

 

【今後の解析計画】P-wave Terminal Force in Lead V1 (PTFV1)，QRS Fragmentation, J wave 

syndrome についてさらに詳細項目（部位や面積別）についても追加検証を実施していく。ま

たミネソタコードがすでについている心電図診断との相関関係およびマイナーな心電図カテ

ゴリとの相関関係について検証していく。また、縦断的解析が可能となった場合は脳心血管

疾患の発症・死亡との関連性を既知の交絡因子について補正を行いながら新たな予後予測指

標となるかを検証する。 
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Table 1 
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